
ヲ
力

ヲ
カ
ダ
ノ
プ
ユ
キ

岡
田
信
之

芋
は
信
民
、
蹴

は
仰
山
。
鍛
忠
の
子
。
伊
版
祐
之
に
思
ぴ
、
志
を
迎

終
に
致
す
こ
と
二
十
年
。
そ
の
辿
獄
を
郡
山
集
と
い

ひ
、
生
駒
直
武
が
序
を
加
へ
た
と
い
ふ
が
、
未
だ
そ

の
公
開
拡
を
狩
か
に
せ
ぬ
。

ヲ
カ
ダ
ノ
リ
マ
サ
岡
田
備
正

遇
税
茂
右
衛
門
。

呼
火
山
制
正
方
の
養
子
。
天
明
五
年
組
外
に
列
L
、
改

作
開
中
行
か
ら
諸
般
を
将
、
文
化
入
年
三
且
抗
十
石
を

加
へ
て
二
百
石
を
領
し
、
文
政
元
年
十
二
且
致
付
し

て
父
川
と
総

L
、
十
抗
人
扶
持
hr受
け
た
。

ヲ
カ
ダ
ハ
ヤ
ト
岡
田
隼
人

初
名
伊
入
。
初
め

織
川
信
刻

・
踏
隠
努
苦
に
従
ひ
、
後
前
倒
利
長
に
来

日
し
た
。
大
坂
後
役
に
足
斡
一肌と
し
て
出
削
L
、
三，

丸
で
尚
二
つ
や
.得
、
除
問
千
石
に
泌
み
、
次
い
で
都

町
制
院
夫
人
附
と
な
り
、
寛
永
六
年
に
授
。
子
孫
世
々

滞
に
仕
へ
る
。

ヲ
カ
ダ
へ
イ
ナ
イ

岡
田
兵
内
前
川
刺
家
に
仕

へ
た
山
問
中
衆
の
一
人
で
、
政
ご
百
依
を
受
け
た
。

子

四
回
悦
三
掃
に
仕
へ
る
。

ヲ
カ
ダ
マ
サ
ヨ
シ

岡
国
正
誼

泊
群
太
郎
右
衛

門
。
聡
九
百
石
。
初
め
大
小
持
組
に
班
し、

間
番
見

割削
・物
胤
曲
・間
番
よ
り
次
第
に
昇
治
し
て
御
隔
週
間

に
中

b
w
H政
四
年
三
月
九
日
五
十
九
歳
を
以
て
夜

し
た
。ヲ
カ
ダ
ヤ
イ
チ
ロ
ウ

岡

田

朔
市
部

大
器
寺
滞

士
0
M
m
左
衛
門
の
路
子
。
口
は
松
単
純
附
守
の
巨
木

村
戸
左
衛
門
の
子
で
あ
っ
た
。
初
め
前
聞
利
昌
の
近

習
と
な
り
合
力
米
一
一
一
十
似
を
受
け
て
日
た
が
、
従

永
六
年
利
昌
の
総
凶
努
親
を
上
野
町
永
寺
の
子
切
に

制
寸
や
、
捕
市
郎
総
を
聞
い
て
そ
の
加
に
京
。
、
限

っ
て
利
昌
の
鈴
に
府
を

ωつ
け
ら
れ
た
。
後
利
直
・

刺
立

・
利
益
三
代
に
阪
仕
し
、
蘇
入
十
有
よ
り
百
七

十
石
に
進
み
、
勘
定
顕
・組
外
頭

小
姓
顕
と
な
り
、

晩
年
良
川
取
と
桝
し
、
白
川
円
十
年
五
対
七
十
五
設
や
〕以

て
明
日
し
た
。

ヲ
カ
ダ
ヤ
ス
ユ
キ

岡
田
保
之

泌
総
半
之
丞
。

天
保
冗
年
比
太
郎
右
衛
門
義
暢
か
ら
政
二
一
白
石
を
促

分
せ
ら
れ
、
組
外
に
列
L
、
一
一
，
丸
閉
山
式
御
用
建
策

金
谷
御
限
式
御
用
・
円
山
々
姉
御
利
・
二
，
丸
腕
式
御
則

抽出
・
市
問
所
務
行
・
御
wm
廻
使
役
品
川
耐
口
問
山
奉
行
に
田
町
任

し
、
第
永
況
年
間
則
前
に
餓
で
ら
れ
、
曾
所
奉
行
似
の

如
〈
、
安
政
元
年
致
仕
し
て
二

一十
人
扶
持
荷
受
け
、

二
年
正
且
官
凶
日
七
十
二
段
脅
以
て
加
盟
し
た
。

ヲ
カ
ダ
ユ
キ
ノ
リ

岡
田
之
式

泌
総
祭
次
郎
・助

右
術
門
。
文
化
九
年
組
(
久
牛
右
衛
門
之
日
の
家
信
を

嗣
ぎ
、
天
保
中
大
小
勝
組
問
に
去
っ
た
。
之
式
夙
に

秘
借
椛
の
兵
県
宇
一
修
め
、
殊
に
心
を
指
防
と
筑
前
と

に
設
Fc
、
西
洋
の
銑
法
陣
式
也
管
研
山
ー
す
る
に
力
め
、

傍
ら
南
宗
の
撚
技
官
能
く
し
て
、
郡
山・
松
知
・托
松

翁
と
脱
し
た
。
明
治
四
年
二
月
夜
、
六
十
六
説
。

ヲ
カ
ダ
ヨ
シ
マ
ザ
岡
田
菩
政
則
前
守
と
総
し
、

幕
府
の
朕
本
で
あ
っ
た
が
前
聞
綱
紀
の
知
を
得
た
。

可
制
小
説
に
、
則
前
守
の
従
父
長
門
守
は
品
川
て
統
，
配

し
た
が
、
前
出
利
良
之
脅
越
中
守
山
に
柄
き
三
千
依

を
合
力
し
た
の
み
な
ら
ず
、
地
政
旋
子
で
そ
の
領
地

が
制
近
か
っ
た
か
ら
懇
話
で
あ
っ
た
と
い
ひ
、
松山事

公
夜
話
傍
に
は
、
阿
川
則
的
…守
は
侠
の

mそ
特
に
心

に
懸
け
、
災
認
を
以
て
周
旋
し
た
と
あ
る
。
か
の
明

間
以
降
白
山
央
官
修
後
間
凶
に
就
い
て
鎚
前
と
交
捗

の
起
っ
た
時
、
都
府
の
雌
分
を
加
賀
山
耐
に
有
利
に
股

閃
せ
し
め
た
の
も
語
放
で
あ
っ
た
。

ヲ
カ
ダ
リ
へ
エ
岡
田
理
兵
衛

石

川

柿
本
音
の

人
。
蹴
は
捻
次
。
側
流
の
釘
訟
を
石
課
目的
闘
の
門
人

な
る
紬
巾
射
水
郡
西
山
山
上
村
の
筏
到
四
郎
右
衛
門
誠

好
に

mぴ
、
文
化
二
年
三
月
明
低
俗
兵
衛
設
磨
と
共

に
本
音
山
王
祉
に
時
中
顕
し
た
。

ヲ
カ
ヅ
カ
岡
塚

臥
京
市
惣
領
の
内
の
小
字
。

ヲ
カ
デ

岡
出

羽
咋
郡
慨
披
の
内
の
小
字。

ヲ
カ
/
岡
野

能
奨
部
後
清
水
の
一
部
で
あ
っ

た
が
、
明
治
巾
犯
4
1
部
終
と
な
っ
た
。

ヲ
カ
ノ
ガ
ハ
岡
野
川

臨
ぬ
郎
官
抑
制
中
山
ろ

く
ろ
初
日
か
ら
出
で
、
思
叫
剛
領
の
加
に
入
丸
一
。
抗
税
四

軒川新川。

岡
野
誠

↓
ー
ギ
ジ
ヨ
ウ

ヲ
カ
/
ジ
ヨ
ウ

木
城
。ヲ
カ
/
テ
イ
ゴ
ロ
ウ
岡
野
扮
五
郎

政
以
の
到
。

削
治
一
一
年
入
月
山
口
起
抑
太
郎
が
本
多
政
均
を
附
殺
し

よ
う
と
し
た
尚
、悦
五
郎
亦
そ
の
践
に
拠
っ
た
の
で
、

七
十
日
の
山
門
に
雌
せ
ら
れ
た
。
後
金
仰
将
の
少
邸

に
任
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
四
年
十

一
日月
世
=
一
日
本
多

氏
の
泊
院
本
多
聞
畑
一
等
の
持
に
、
腕
憎
か
ら
の
邸
絡

を
嬰
せ
ら
れ
、一
日川
附
町
で
殺
さ
れ
た
。

ヲ
カ
/
ヒ
コ
ザ
エ
モ
ン
岡
野
彦
左
衛
門

服
部

土
佐
守
の
録
。

初
め
て
阿
野
氏
を
緋
し、

前
倒
利
治

に
仕
へ
て
、
正
保
元
年
三
月
新
知
』由
ご
十
石
を
受
け
、

能
美
郡
安
宅
諸
事
裁
前
副
代
官
と
な
り
、
市
内
治
ご
年

四
且
八
日
現
し
た
。

子
孫
務
に
附
加
す
る
。

ヲ
カ
ノ
マ
サ
ノ
プ
岡
野
政
偲

辺
倒
柑
利
兵
衛
。

大
小
将
組
に
班

L
、
品
開
二
百
十
一
仰
を
受
け
た
。
元
治

元
年
前
制
限
僚
の
上
治
し
た
時
、
政
剛
押
は
同
士
山
と
共

に
長
時
柑
の
録
に
附
旋
し
た
の
で
、
イ
月
間
門
を
命
ぜ

ら
れ
た
が
、
邸
似
三
年
ご
月
限
鉄
百
石
を
減
じ
て
非

官
宥
L
、
間
そ
の
家
に
昨
日
せ
し
め
ら
れ
、
明
治
元

保
誌
に
部
恨
を
附
か
れ
た
。

十
年
十

一
月
一
日
制
問
。

ヲ
カ
ノ
マ
サ
ユ
キ
岡
野
政
以

泊
掛
外
泊
四
郎
。

滞
士
利
兵
衛
政
仰
の
四
子
。
元
治
附
子
の
岡
田
京
都
に

在
っ
た
が
、
そ
の
既
刊
品
開
附
の
思
間
に
削
れ
る
も
の
が

あ
っ
て
、
十
周
公
肝
坊
に
料
品
剣
を
命
ぜ
ら
れ
、
際
限

三
年
二

E
出
獄
の
後
向
そ
の
家
に
僻
臨
せ
し
め
ら
れ

九
三
回

LJ 

ヲ
ガ
ハ
イ
ツ
ポ
ウ

小
川

-
方

石
川
郡
小
切
の

入
。
認
は
泡
安
。
枇
年
の
頃
御
都
港
行
内
藤
十
兵
衛

た
が
、
明
治
元
年
三

H
越
慌
を
附
か
れ
た
。
四
年
脱

出
附
の
後
、
名
を
四
郎
と
改
め
、金
mm
廓
大
島
に
任
じ
、

更
に
石
川
綜
大
図
と
な
り
、
叉
司
法
省
十
等
出
引
に

愉
せ
ら
れ
、
明
治
十
一
年
六
月
什
八
日
夜
し
た
。

ヲ
カ
ノ
ワ
岡
野
和

協
は
和
、
宇
は
芝

m、
泊

椴
友
輔
、
腕
間
山
を
腕
且
惚
・背
援
問
抱
政
岡
田
、
加
を

抗
石
・間
一
翁
と
い
う
た
。
矢
得
入
は
お
凶
で
あ
っ
た

お
、
幼
よ
り
経
絡
を
却
制
限
し
、
民
に
江
戸
に
出
て
そ

の
尽
を
質

L
、
文
化
十
一
日
ヰ
uW老
前
川
直
時
の
仰
に

徴
さ
れ
た
。
和
、
納
町
宮
札
脅
好
ん
た
が
、
古
法
荷
山
川

う
て
時
訟
に
阿
ら
な
か
っ
た
給
、
大
に
そ
の
名
や
引

き
な
か
っ
た
。
文
放
五
年
十
月
段
、
紛
六
十
七
。
川
市

寸
所
腿
且
敏
潤
雨
把
・
暁
且
臨
時
稿
・
抽
出
政
強
制
判
的
・

鶴
間
鋼
大
夫
釘
・容
出
脱
却
問
H
・取
加
紀
行
閉
す
が
あ
る
。

ヲ
ガ
ハ

小
川

石
川
郡
仲
丸
山
郷
に
昭
一
す
る
部
弘
前
。

源
平
服
装
記
器
永
二
年
五
月
引
抗
日
の
僚
に
、『駒
に

任
せ
て
行
訓
告
に
、
小
川

・
大
行
郡
の
洪
水
に
、
先仙川

流
る
れ
ど
も
後
陣
不
扶
之
。
』
又
滋
行
記
正
郎
凶
年
八

且
に
、
『
藤
原
と
い
ふ
防
に
昭
一
辺
留
あ
り
て
小
暗
{
日
脱

へ
こ
え
給
ふ
に
、
小
一
川
と
い
ふ
名
の
み
し
て
、
お
お

く
誠
早
き
大
河
あ
あ
り
。
水
の
お
も
お
び
た
い
み
し
〈
ま

さ
り
て
、
か
ち
よ
り
は
こ
ゆ
ベ
・
7
も
あ
ら
ぬ
気
色
な

り
0
』
と
見
え
る
o
越
積
賀
=
一
州
芯
に
は
小
川
大
行
訓

を
こ
水
と
考
へ
て
ゐ
る
が
、
加
烈
志
微
に
は
小
川
印

ち
大
行
邸
川
で
あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。
小
川
村
に
小

白
山
枇
が
あ
り
、
大
行
附
酬
は
即
ち
小
白
山
の
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
後
設
が
帥
刷
れ
て
阿
る
や
う
に
忠
ば
れ

る
。
親
元

H
杷
文
明
十
四
年
の
伎
に
、
加
賀
凶
内
山

一
糾
領
小
河
と
見
え
る
も
こ
の
地
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

ヲ
ガ
ハ
小
川

刑
制
昨
部
抑
水
貼
庄
に
闘
す
る
郎

皆川。


